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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和1年11月21日(2019.11.21)

【公表番号】特表2018-528292(P2018-528292A)
【公表日】平成30年9月27日(2018.9.27)
【年通号数】公開・登録公報2018-037
【出願番号】特願2018-504156(P2018-504156)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ   4/36     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ  10/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   2/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   2/44     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ    4/36     　　　　
   Ｃ０８Ｆ   10/00     ５１０　
   Ｃ０８Ｆ    2/00     　　　　
   Ｃ０８Ｆ    2/44     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年10月9日(2019.10.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリエチレン又はエチレンコポリマーを製造する方法であって、
－　以下の式のジペルケタール過酸化物化合物から選択される第１の過酸化物重合開始剤
、

【化１】

［式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ６、Ｒ７及びＲ８基は、置換又は非置換の直鎖状、分岐状
又は環状のＣ１～Ｃ１０アルキル基からなる］
－　前記第１の開始剤以外の式（Ｉ）のジペルケタール過酸化物からなる第２の開始剤
の存在下でエチレンのラジカル重合又は共重合の工程を含む、方法。
【請求項２】
　前記第１の開始剤の１分間の半減期温度は、１４０℃～１８０℃の間であることを特徴
とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１の開始剤の１分間の半減期温度は、１５０℃～１７０℃の間であることを特徴
とする、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
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　前記第１の開始剤の１分間の半減期温度は、１５５℃～１６５℃の間であることを特徴
とする、請求項１から３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記第２の開始剤の１分間の半減期温度は、１５０℃～１８５℃の間であることを特徴
とする、請求項１から４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記第２の開始剤の１分間の半減期温度は、１５５℃～１７５℃の間であることを特徴
とする、請求項１から５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記第２の開始剤の１分間の半減期温度は、１６０℃～１７０℃の間であることを特徴
とする、請求項１から６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記ラジカル重合又は共重合の工程が、５００～３５００バールの間の圧力で実施され
ることを特徴とする、請求項１から７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記ラジカル重合又は共重合の工程が、１２００～３０００バールの間の圧力で実施さ
れることを特徴とする、請求項１から８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ラジカル重合又は共重合の工程が、１２００～２６００バールの範囲の圧力で実施
されることを特徴とする、請求項１から９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ラジカル重合又は共重合の工程が、１００℃～３３０℃の間の温度で実施されるこ
とを特徴とする、請求項１から１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ラジカル重合又は共重合の工程が、１２０℃～３００℃の間の温度で実施されるこ
とを特徴とする、請求項１から１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ラジカル重合又は共重合の工程が、１４０℃～２００℃の間の温度で実施されるこ
とを特徴とする、請求項１から１２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第１の開始剤の基Ｒ４又はＲ５が、前記第２の開始剤の対応する基Ｒ４又はＲ５と
それぞれ炭素１つだけ異なることを特徴とする、請求項１から１３のいずれか一項に記載
の方法。
【請求項１５】
　前記基Ｒ４及びＲ５がＣ１～Ｃ６アルキル基であることを特徴とする、請求項１から１
４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１６】
　前記２つの開始剤の基Ｒ２、Ｒ３、Ｒ６及びＲ７がそれぞれメチル基からなることを特
徴とする、請求項１から１５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１７】
　前記２つの開始剤の基Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ６及びＲ７がそれぞれメチル基からなるこ
とを特徴とする、請求項１から１６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１８】
　前記２つの開始剤の基Ｒ１及びＲ８が、それぞれＣ２～Ｃ５のアルキル基からなること
を特徴とする、請求項１から１７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１９】
　前記２つの開始剤の基Ｒ１及びＲ８が、それぞれＣ２～Ｃ４のアルキル基からなること
を特徴とする、請求項１から１８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２０】
　前記２つの開始剤の基Ｒ５がＣ１～Ｃ２アルキル基を表すことを特徴とする、請求項１
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から１９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２１】
　前記第１の開始剤が２，２－ジ（ｔｅｒｔ－アミルペルオキシ）ブタンであることを特
徴とする、請求項１から２０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２２】
　前記第２の開始剤が２，２－ジ（ｔｅｒｔ－アミルペルオキシ）プロパンであることを
特徴とする、請求項１から２１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２３】
　前記２つのジペルケタール過酸化物の混合物が、２～５０モル％の間の第２の開始剤の
割り当てを有することを特徴とする、請求項１から２２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２４】
　前記２つのジペルケタール過酸化物の混合物が、１０～４０モルの間の第２の開始剤の
割り当てを有することを特徴とする、請求項１から２３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２５】
　前記２つのジペルケタール過酸化物の混合物が、１５～３５モル％の間の第２の開始剤
の割り当てを有することを特徴とする、請求項１から２４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２６】
　前記重合又は共重合が、１つ以上の追加の過酸化物開始剤の存在下で実施されることも
できることを特徴とする、請求項１から２５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２７】
　前記重合又は共重合が、酸化防止剤；ＵＶ保護剤；加工剤；防曇剤；アンチブロッキン
グ剤；充填剤；カップリング剤；架橋剤；帯電防止剤；核形成剤；顔料；染料；可塑剤；
流動化剤及び難燃性添加剤からなる群から選択される少なくとも１つの添加剤の存在下で
実施されることを特徴とする、請求項１から２６のいずれか一項に記載の方法。
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